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日本における「子ども虐待」の変遷（第３報）

Ⅰ.はじめに（研究目的）

　思春期における青少年の臨床上の種々の問題は，この時期に発達上の問題がそこにあるから
ではあるが，それだけではなく，誕生から３歳近くまでの非言語的な発達期の重要さと親子関
係相互の響きあいが，背景にあることをだれもが認めている。子どもが誕生して初めて接する
のが家庭であり，人間関係や教育の基盤を作る場所である。その家庭内で虐待を受けた子ども
たちは，心身の成長や発達に大きな影響を受ける。
　また，家庭内において弱者である子どもに対して，強い立場にある親ないし保護者が加害者
になる行為は，どのような理由があるにしても許されることではない。
　筆者は１９８１年（平成５６年），アメリカでの短期研修を終えて帰国して以来，アメリカの施設
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　岩下は，１９８０年（昭和５５年）１０月から翌年の３月まで，アメリカNorth Carolina州にある

“Thompson Children’s Home”で被虐待児たちと初めて出会った。わずか６カ月の研修であっ
たが，強烈な体験であった。当時，アメリカの「子ども虐待」は日常茶飯事で社会問題の一つ
であった。帰国以来私の脳裏から「子ども虐待」は消えることはなかったが，他のことに忙殺
されて，ここ２５年間「子ども虐待」に真剣に取り組めないでいた。
　わが国でも平成に入って「子ども虐待」が深刻になり，２０００年（平成１２年）に「児童虐待防
止法」が成立。これに比べアメリカは，１９７４年（昭和４９年）には「児童虐待防止対策法案」が
制定され，子ども虐待に対する対応と防止への取り組みも進んでいた。
　「子ども虐待」は，家庭という密室で行われる場合が多く，これと取り組むことは昨今の個
人情報問題もあり，難しいことは重々承知している。虐待の原因は，一つの要因でなく複合的
で，一筋縄ではいかない。しかし，世代間連鎖や子育てのストレスなども見逃せないと考える。
　これらを考える時，教育はとても大切だと思う。虐待とは何か・虐待の背景・対応などの知
識を得て，教育を受けていれば予防・減少できるという希望は持ち続けたいと願っている。そ
こで，短期大学で女子教育に携わっている筆者らは，将来母親になっていく学生たちに，「子
ども虐待」の現状理解と防止啓発を図ることを目的に，２００７年（平成１９年）から「子ども虐待」
と向き合ってきた。今回は，その３年目の研究報告である。
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で出会った子どもたちのことを忘れたことはない。日本は良くも悪くもアメリカの社会現象が
２０年くらい遅れて発現するといわれている。当時,「子ども虐待」は民間レベルで憂慮してい
たが，政府はまだ深刻な社会問題として取り組んでこなかった。わが国の１９８０年（昭和５５年）
前後の時代は，校内暴力・家庭内暴力・いじめ・不登校などで教育界を揺るがしていた時代で
あった。
　「子ども虐待」の問題は私の脳裏から離れることはなかった。しかし，当時の私は，自閉症
児や不登校の家族との触れ合いが中心であった。この２５年間「子どもの虐待」を気に留めなが
ら真剣に取り組めないでいたが，平成に入ってわが国も「子ども虐待」が深刻になり始めた。
　厚生労働省が調査を開始した１９９０年度（平成２年度）は虐待に関する相談件数が１,１０１件であっ
たが，２００４年度（平成１６年度）から２００６年度（平成１８年度）の３年間は，３万件を超える件数に
まで増加し，子どもたちの虐待死や児童殺害事件も増えつつある。アメリカでは１９９６年（平成
８年）に虐待の通報件数が３１０万件と報告されている。これと比べて日本は少ないから大丈夫と
みる人もいるかもしれないが，いずれアメリカ並みにならないとも限らない。
　わが国の特異点は，短期間における急増ぶりである。統計データを公表し始めた１９９０年度か
らその後の１０年間で発生件数は１６倍に膨れあがり，２００６年度には約３４倍に増えている。また，
虐待が明るみになった時に加害者である親の多くが，開口一番「しつけのためにやった」と言
うことである。しつけを口実とした児童殺害の多発も特有の一つではないだろうか。
　今年，２００９年７月１４日の厚生労働省の発表でも，昨年度，全国の児童相談所で対応した児童
虐待の件数は４万２,６６２件で，過去最悪を更新し，昨年度よりも２,０２３件増加したことを発表した。
①第１報では，主に，種々の文献研究を通してⅠ.「子ども虐待」とは何か（定義と分類），Ⅱ.「子

ども虐待」に関する行政取り組みの変遷－日米の比較を通して－Ⅲ.アメリカの「子ども虐待」
へのケア例（“Thompson Children’s Home”での取り組みを紹介）を中心に報告した。

②昨年，第２報では，Ⅰ.「子ども虐待」の内容分析を行い，Ⅱ.２００８年１～８月までに，わが国
で実際に報道された「子ども虐待」の事件を収集分析した。Ⅲ.「子ども虐待」内容－日米
および諸外国との比較－を中心に報告した。

　そして今後の予定として，
③わが国の「子ども虐待」の背景・日米および諸外国との比較また，地元，鹿児島の状況につ

いても言及していきたい…など。
④虐待を受けた子どもたちに与える影響とその対応などを中心に，継続研究していきたいと考

えている。
　また，
⑤家庭内の子ども虐待にとどまらず，児童施設などで行われる「子ども虐待」および日本の親

子心中という名の子殺しについても研究していけたらと考えている。
　これらのことを頭において，筆者らは，今年度も種々の資料収集や文献購読，そして，「子
ども虐待」関連の研修会参加，「児童養護施設」視察，現場の関係者との聴き取りなどを行っ
てきた。正直，知れば知るほど，「子ども虐待」の困難さと悲惨さに，解決と予防はあるのか，
今後どう歩めばいいのか，もうここらで終止符を打ちたいという悲愴感が本音である。この状
況の中で，筆者らは何ができるのだろうかと考え続けている。
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　虐待を受けている子どもたちをすぐに具体的に支援できないにしても，初年度に掲げた目標，
つまり，野田正彰（京都女子大学，精神病理学）が「今後，子ども虐待は加速化するだろう。
問題の根幹は教育にあり，豊かな人間関係を基本に据えるように教育の思想的なバックボーン
を変える必要がある」と指摘したことに対し，筆者らは微力ながら，「子ども虐待」の予防と
して教育の啓発をしていきたいと考えてこの研究を始めた。
　そして，ここ１５年間，「子ども虐待」について講義する機会も増えてきた。将来母親になる
可能性を持つ女子学生のために，「子ども虐待」についてともに学び考えていきたいと思って
いる。少子化の一途をたどる日本にとって，未来の担い手である子どもを，親だけでなく周囲
の大人・地域社会が一丸となって子どもたちを守り育て，真の愛情を育む教育に力を入れてい
きたいという思いを抱いてこの研究を続けていこうとあらたにした。
注：本文中で下記の表現は，以下に統一した。
※法令などの名称の時は「児童虐待」に，それ以外は「子ども虐待」と区別して表記。
※文中の年号は西暦を優先するが，日米の比較などをわかりやすくするため，日本の元号も挿

入した。
※かつての厚生省および文部省は，２００１年（平成１３年１月６日付）から現在の厚生労働省・文部

科学省に呼称変更となったので，全て新呼称で表記を統一した。

Ⅱ.「子ども虐待」発生件数・内容の推移について－データにみる諸外国との比較－

　今回，日本と諸外国との「子ども虐待」比較を試みていく上で，アメリカ・フランス・イギ
リスの３カ国を選択した理由を簡単に述べておく。
①「こども虐待」の先進国はいろんな意味で，アメリカであること。
②「子ども虐待」の諸外国との比較を考える時，キリスト教国でも，フランス・イギリスとア

メリカの対応は，多少異なるということに興味をもった。
③諸外国との比較といっても筆者らは，文献に頼らざるをえないが，フランス・イギリスは短

期の研修旅行とはいえ，１０回ほど訪れた国であり，アメリカは短期間２度生活したという経
験から，わずかでも，各国の文化の相違を多少とも理解した上で「子ども虐待」を論じてい
くことに役立つかもしれないと考えた。　

④前述同様，同時期の統計資料など世界のデータは入手困難で，とりあえず今回は，Group of 
Eight（アメリカ・イギリス・イタリア・カナダ・ドイツ・日本・フランス・ロシア）から３
カ国を選んで資料収集・文献講読を始めることにした。

⑤日本を除く３カ国とも，少子化政策に成功している国である。

　「虐待」の定義は，国・研究者や臨床家の間で様々な意見があり，必ずしも統一した見解はない。
「子ども虐待」は，“Child Abuse and Neglect”または“Battered Children”（虐待・ネグレク
トされている子どもたち，被虐待児）と一般に英訳されている。親または親に代わる保護者，
年長の同居親族などにより児童に加えられた以下の行為をいう。虐待であるかどうかは親（親
に代わる保護者など）の意図とは関わりなく，あくまで⑴子どもの視点，⑵子ども自身が苦痛
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を感じているかどうかといった観点から判断されるべきであるという視点が強調されている。
　「子ども虐待」に加えられる虐待行為は，次の４つに分類される。これについては，前回詳し
く述べているので，ここでは論を進める上で必要な説明だけにとどめる。
　①身体的虐待　Physical abuse ：子どもの生命・健康に危険のある身体的な暴行
　②性的虐待　Sexual abuse ：性交・性的暴行・強要など
　③ネグレクト（保護の怠慢や拒否）　Neglect
 ：保護の怠慢や拒否により健康状態や安全を損なう行為
　④心理的（情緒的）虐待　Psychological （Emotional）abuse
 ：暴言や差別など心理的外傷を与える行為
　　「子ども虐待」の中でも，「心理的虐待」は定義が難しい。あえて定義すると，子どもの感

情的発達を損ない，自尊心を傷つける行為によって，子どもに精神的打撃を負わせる虐待行
為である。以上の定義は,「子ども虐待の手引き」を引用した。

　まず，筆者らは，統計資料による児童虐待の発生件数の推移および内容について，４カ国
の比較を試みることにした。そのため，各種統計資料すなわち⑴２００６国際連合世界統計年鑑
（国際連合統計局）， ⑵２００９／１０世界国勢図会（矢野恒太記念会編）， ⑶２００９／１０日本国勢
図会（矢野恒太記念会編）， ⑷ヨーロッパ統計年鑑２００６－２００７（ヨーロッパ連合編）， ⑸現
代アメリカデータ総覧２００７（合衆国商務省センサス局編），⑹平成２０年度文部科学白書（文
部科学省），⑺日本子ども資料年鑑２００９（日本子ども家庭総合研究所編），⑻平成２１年度版青
少年白書（内閣府編），⑼国民衛生の動向２００９年第５６巻第９号（厚生統計協会）の最新版で調
査を行い，また，インタネット上で⑽ユネスコ文化統計，⑾フランスの社会統計機関ＯＤAS
（Ｏbservatoire Nationale de l’action sociale decentraisee）およびイギリスの⑿「子ども省」
（子ども・学校・家庭省）， ＤCS（Ｄepartment for Children, Schools and Families）のデー
タなどで検索を試みた。
　しかし，ここで各国政府や公的機関あるいは業界が公表した数値は，統計の定義・分類・集
計範囲が異なっているし，公表年度は同じでも，調査年月日が違うため，データの整合性がと
れないという暗礁にぶつかった。表面的な数値のみで直接比較することの困難さを前に中断し
ようとも考えた。また，これらの作業をしていく中で，「子どもの虹情報センター」（日本虐待・
思春期問題情報研修センター）のデータ情報や財団法人資生堂福祉事業財団が行った「第３３回
資生堂児童福祉海外研修報告書」にも出会い，筆者らが行おうとしていることは，既に報告さ
れているとの思いであった。
　それでも，筆者らは自分たちなりの方法で可能な限り最新のデータを収集し，現場の生の声
を学び，これからの若い世代に「子どもの命の大切さ」や「子ども虐待予防」の教育に寄与し
ていく手がかりにすべき，研究・考察を試みることにした。以上のことを踏まえて，考察して
いくための簡単な各国の基本情報を表１にまとめた。
　次に日本・イギリス・フランス・アメリカのそれぞれの「子ども虐待」発生件数を，表２～
表５に示している。
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　表２は，わが国における全国の児童相談所で対応した相談件数を，虐待の内容別に示したも
のである。表２からいえることは，全国児童相談所が対応した子ども虐待相談件数が，調査開
始した１９９０年度（平成２年度）は１,１０１件であったものが，１９９９年度（平成１１年度）に１万件を
突破し，２００１年（平成１３年度）は２万件突破，そして２００４年（平成１６年度）以降は，３万件を
優に越え，２００７年（平成１９年度）と２００８年では２年連続４万件になり，増加し続けているのが現
状である。
　相談件数を内容別にみると，日本の「子ども虐待」は，調査開始以来，数字上は身体的虐待
が圧倒的に多く，次いでネグレクトである。しかし，その数値は年々身体的虐待が少しずつ減
少し，その代わりにネグレクトと心理的虐待が増加傾向にある。性的虐待は，フランスの３０％
前後，イギリスとアメリカの１０％前後と比べてもずっと少ない。

表1　４カ国の基本情報　　

　　項　目 日 本 イギリス フランス アメリカ
面　積　（千k㎡） 378 243 552 9,629

人　口（単位千人） １２７,７７２　 ６１,０００ ６１,５３８ ２９９,３９８ 
人口密度（１kｍ２） ３４３ ２５１ １１２ ３１
年
　

齢
　

別

人
口
構
成

0－14歳（%） １３.６ １７.７ １８.５ ２０.３
15－64歳（%） ６５.５ ６６.３ ６５.２ ６７.３
65歳以上（%） ２０.８ １６.０ １６.３ １２.４

　結婚率（人口千人） ５.６ ５.１ ４.５ ７.８

　離婚率（人口千人） 　２.０５ 
　（３６.６％ ）

２.８０ 
　（５４.９％ ）

２.４９ 
　（５５.３％ ）

３.７０ 
（４７.４％ ）

合計特殊出生率（人） １.３ １.９ ２.０ ２.１
　出生率（人口千人） ８.７ １２.４ １２.７ １４.２

　乳児死亡率 
　（人口千人） ２.６ ５.２ ４.４ ６.９

　国民一人あたり 
　GNI（ドル） ３８,６３０ ４０,５６０ ３６,５６０ ４４,７１０

主な宗教

神道　　５１.１%

仏教　　４２.７%

キリスト教
１.５%

その他　　４.７%
（天理教，生長
の家，世界救世
教，PL教団…
等）

キリスト教
　　　　７１.０%
　英国国教会

58%
　カトリック

10%
　バプティスト

３%

イスラム教
３.０%

無宗教　　23.0%

キリスト教
８１.５%

　カトリック
80%

　プロテスタント
1.5%

イスラム教
7.0%

その他　１１.５%

キリスト教
　　　　８０.０%
　カトリック

26%
　プロテスタント

54%
ユダヤ教　　１.４%

その他　１８.６%

※データは，世界国勢図会第19版2008／09と日本国勢図会2009/10による（2006年のデータで比較）。
※日本の宗教は，文化庁の宗教年鑑（平成20年度）によるもので，数値を％に換算している。
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表２　日本の児童相談所における虐待内容別相談件数の推移
（単位：件）

年　度 身体的虐待 ネグレクト 心理的虐待 性的虐待 合計
2000年度

（平成12年度）
８,８７７

（５０.１％）
６,３１８

（３５.６％）
１,７７６

（１０.０％）
７５４

（４.３％） １７,７２５　

2001 １０,８２８
　（４６.５）

８,８０４
（３７.８）

２,８６４
（１２.３）

７７８
（３.３） ２３,２７４　

2002 １０,９３２
　（４６.１）

８,９４０
（３７.７）

３,０４６
（１２.８）

８２０
（３.５） ２３,７３８　

2003 １２,０２２
　（４５.２）

１０,１４０
（３８.２）

３,５３１
（１３.３）

８７６
（３.３） ２６,５６９　

2004 １４,８８１
　（４４.６）

１２,２６３
（３６.７）

５,２１６
（１５.６）

１,０４８
（３.１） ３３,４０８　

2005 １４,７１２
　（４２.７）

１２,９１１
　（３７.５）

５,７９７
（１６.８）

１,０５２
（３.１） ３４,４７２　

2006 １５,３６４
（４１.２）

１４,３６５
（３８.５）

６,４１４
（１７.２）

１,１８０
（３.２） ３７,３２３　

2007 １６,２９６
（４０.１）

１５,４２９
（３８.０）

７,６２１
（１８.８）

１,２９３
（３.２） ４０,６３９　

2008 
（平成20年度） 2009年７月14日厚生労働省の速報 ４２,６６２　

資料：厚生労働省「福祉行政報告例」

表３－1　イギリスの児童虐待通報数の推移
単位：件

年 通報数 初期 
アセスメント

コア 
アセスメント

　2003年 ５７０,２００ ２６３,９００ ５５,７００
2004 ５７２,７００ ２９０,８００ ３９,４００
2005 ５５２,０００ ２９０,３００ ４９,７００
2006 ５６９,３００ ３００,２００ ６３,１００
2007 ５４５,０００ ３０５,０００ ７３,３００

表３－２　イギリスの児童保護計画（登録）ケース数と虐待種別の推移
単位：件

年 身体的虐待 ネグレクト 心理的虐待 性的虐待 混合/不特定 合計

2002年 ５,３００ 
（１９.１％）

１０,８００ 
（３９.０％）

４,７００ 
（１７.０％）

２,８００ 
（１０.１％）

４,１００ 
（１４.８％） ２７,７００

2003　 ５,７００ 
（１８.９）

１１,７００ 
（３８.７）

５,４００ 
（１７.９）

３,０００ 
（９.９）

４,４００ 
（１４.６） ３０,２００

2004　 ５,８００ 
（１８.６）

１２,６００ 
（４０.４）

５,７００ 
（１８.３）

２,８００ 
（９.０）

４,３００ 
（１３.８） ３１,２００

2005　 ５,５００ 
（１７.９）

１３,２００ 
（４２.９）

５,７００ 
（１８.５）

２,７００ 
（８.８）

３,７００ 
（１２.０） ３０,８００

2006　 ５,１００ 
（１６.２）

１３,７００ 
（４３.６）

６,７００ 
（２１.３）

２,６００ 
（８.３）

３,３００ 
（１０.５） ３１,４００

2007　 ５,１００ 
（１５.３）

１４,８００ 
（４４.３）

７,８００ 
（２３.４）

２,５００ 
（７.５）

３,２００ 
（９.６） ３３,４００

資料：Ｄepartment for Children， Schools and Families，2007年
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　この内容分析は，簡単に結論をいえるものでなく時間を要する。今回，わが国の「子ども虐待」
の内容分析要因・背景分析を結論付けることは無理であるが，今後，この「子ども虐待」のう
ち，２つの虐待に注目していきたい。
　第一点は，性的虐待である。前回からの課題であるが，日本の性的虐待はアメリカに代表さ
れる諸外国と比べて少ない。これは表面上であって，筆者らは実際には報告された実数よりか
なり多いと思っている。性的虐待の虐待者の多くは，子どもの身近にいる人々であり，虐待行
為が愛情とすり替えられて子どもたちに伝えられていることもある。何よりも「家庭」という
闇の世界に隠されて，葬り去られやすいのが性的虐待だからである。従来わが国では，性的虐
待は近親相姦という言葉で表現されてきたので，統計上の数に含まれていなかったり，家庭の
恥は隠すという背景もあるのではないか。「実の親がまさかそんなことをするはずがない」と
子どもが訴えても信じてもらえないという場合もある。
　子どもたちへの性的虐待に限らず，日本の場合，成人に対する性的暴行（レイプ）の被害者
も泣き寝入りする人が多いことを思えば，アメリカを初めとするイギリス・フランスは，子ど
もへの性的虐待（近親相関も含めて）や，夫婦間・恋人同士でさえ相手が嫌がっている性行為
は犯罪であるという認識が早くからあった。日本がこれらの国並みに認識されてくると性的虐
待の数は増えるのではないかという危惧を持っている。
　また，近年アメリカの研究で，性的虐待は子どもたちが成長するに従い，大きな心の傷を残
し，解離性同一性障害 （多重人格）においては，多くが性的虐待の被害を受けており，これら
の関連性が明らかになりつつある。これらのことを考えると，将来，母親になる可能性を持つ
女子教育に従事している私たちは子どもへの性的虐待は，重大な問題だと認識している。その
背景の真相は何なのか，その対応と予防は困難であるが避けて通れない課題である。
　二点目は，心理的虐待である。「自分は生きていても価値がない，自分は愛されていない，
自分なんていなくてもいい存在だ」などと感じる状況が心理的虐待である。身体的虐待やネグ
レクトは，第三者によって気付かれやすい。しかし，心理的虐待は，身体的な外傷があるわけ
でもないので，親子間の葛藤・確執という問題に扱われていて，性的虐待と同じように数とし
てのぼってこないケースが多いのではないだろうか。
　心理的虐待は，後遺症として，周囲との基本的信頼関係や安心感・安全感・被保護感を築け
ないこと，愛情障害に基づく様々な症状を示すことが多いといわれている。長年，教育現場で
若者と付き合っていると，極端な社会性の欠如・コミュニケーションが築けないなど対人関係
の希薄さが目立ってきている。その要因の一つに，心理的虐待も幾分関係があるのではないか
と最近考えるようになった。これはまだ，何の根拠もなく筆者らの推測の域でしかないが，性
的虐待とともに今後，追求していきたい課題の一つである。
　表３－１と表３－２は，イギリスの児童虐待の現状をまとめたものである。イギリスのソーシャ
ルサービスに通報される件数は，２００４年の５７２,７００件がピークであるが，増減を繰り返しつつ
減少している。それに対してサービスが必要かどうかを査定する初期アセスメント，この中か
らさらに詳細なアセスメントを検討していく，コアアセスメントの件数は増加の傾向にある。
　全体の総数は，「子どもの虹情報研修センター」の川崎二三彦らが報告している「イギリス
における児童虐待の対応視察報告書」（２００８年３月３１日発行）によると，単純な比較は出来ない
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が，わが国の児童相談所の処理件数は，イギリスの初期アセスメントにほぼ相当するとみなし
ている。だとすると，年齢別人口構成比，０－１４歳がイギリス１７.７％，日本１３.５％で「年少人口」
が日本より４％高いことを考慮しても，イギリスの児童虐待発生件数は，日本の１０倍以上でア
メリカと同様多いといえる。
　また，児童保護計画（登録）ケースは，調査の結果，児童虐待の状況が明らかで，緊急性や
問題の深刻さが認められるケースなので，表３－２は，イギリスの児童虐待の実情の推移と同じ
である。イギリスの特徴は，最も多いのは，ネグレクトが４０％前後で年々増えている。日本に
多い身体的虐待はイギリスでは，半数以下である。もちろん，ネグレクトは保護の怠慢や拒否
により健康状態や安全を損なう行為であり，身体的虐待同様，子どもたちの生命が脅かされる
ことに直結していくので，子どもの生命に対するリスクは身体的虐待もネグレクトも同じであ
る。
　性的虐待に関しては，「第３３回資生堂の研修報告（２００７年）」でも述べられているように，イ
ギリスでは１９８０年代以降，性的虐待の問題が認識され，１９９０年代に入ってその認識が高まった。
性的虐待を受けた子どもたちが⑴自分の体験についてきちんと話せないこと，⑵被害者の４人
に一人が１６歳以下であること，⑶１２歳以下の被害者中９７％は，信頼をおいている知人からの被
害であることなどを重大視している。児童虐待防止協会は２００３年以後，フレッシュスタート部

（性的虐待対策）を立ち上げて対策に取り組んでいるという効用の表れか，性的虐待に関して
は２００２年の１０.１％から５年連続で減少を続け，２００７年度は７.５％に減りつつある。
　フランスでは，子ども虐待の通告は，種々の関係機関を経て最終的には,児童社会福祉援助
機関と児童司法保護機関に対して行われている。子ども虐待発生の統計調査は，社会福祉統計
機関ＯＤAS（Ｏbservatoire Nationale de l’action sociale decentraisee）が発表している最近５
年間のデータを表４－１と表４－２に示した。
　フランスの場合，イギリスと類似した方法で，虐待関連の定義を３つに分類している。⑴被
虐待児（Enfant Maltraite），⑵リスクのある子ども（Enfant en risque），⑶危険な状態にあ
る子ども（Enfant en danger）の３区分である。リスクのある子どもと危険な状態にある子ど
もとの区別は明確でないとしながら，日本の「要保護児童」に近い概念は後者だとしている。
　危険な状態にある子どもの数は，２０００年までは８５,０００未満を維持しており，被虐待児も減少
傾向にあったが，表でもわかるように２００１年には８５,５００，２００２年８６,０００，２００３年８９,０００, ２００４
年は９５,０００件と増加の一路をたどっている。先の０－１４歳人口をみるとフランスは日本よりも

表４－1　フランスの児童虐待発生件数の推移
単位：件

年 被虐待児 虐待のリスクの
ある子ども

虐待の危険の 
ある子ども 

合計

2000年 １８,３００ ６５,５００ ８３,８００
2001　 １８,４００ ６６,６００ ８５,０００
2002　 １８,５００ ６７,５００ ８６,０００
2003　 １８,０００ ６７,５００ ８９,０００
2004　 １９,０００ ７６,０００ ９５,０００
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５％多いが，イギリスとはほぼ近値の１８.５％で，両国は総人口も７６万６千人の違いなので，非常
に人口動態などイギリスと似ている。その割には子ども虐待の発生は，フランスよりもイギリ
スが非常に多い。その原因は何に起因しているのだろうか。
　日本との比較については，「子どもの虹情報研修センター」の小林登らが，「フランスの人口
が日本のほぼ二分の一。合計特殊出生率・年間出生数・乳児死亡率など数値がほぼ近い。つま
り,子どもの人口静態・動態はほぼ類似と考えられる（２００１年）」と述べているが，最近の２００４
年のフランスの被虐待児発生件数１９,０００件に対して日本は３３,４０８件で２倍弱の数値だから年間の
発生頻度は，フランスと日本は同じくらいというのは興味深い。虐待天国といわれるアメリカ・
イギリス同様フランスも日本よりずっと多いと推測していたので意外であった。
　また，虐待種別についてはフランスも他の３カ国同様，虐待の内容を４つに分類はしているも
のの，２００２年以降のデータが，ネグレクトと心理的虐待を合わせての数値となっているので，
ネグレクトと心理的虐待の割合が確認できないが，過去の数値から鑑みて，わが国と同じく，
身体的虐待が一番多いといえる。ついで日本・イギリスに比べて性的虐待が多く３０％前後だと
いうことには驚く。日本の９～１０倍である。その理由として，小林登らは，「１９９０年代から米
国も欧州も虐待対策が次第に進展したところ，発生頻度の高い身体的虐待と虐待死がまず減
少し,次第に性的虐待に置き換わっていった経緯がある」と分析している。つまり，フランス
の現状は先進国にみられる典型的なパターンだとしている。ということは,日本も将来アメリ
カ・フランスのパターンをたどるということなのか。いずれにしろ虐待対策が進んで，生命の
危機にある身体的虐待やネグレクトは減少するが，その代わり性的虐待が増加するのでは意味
がない。
　表５をみると，アメリカは１４歳未満の子ども人口が日本より約７％高く，総人口が３億になり
つつあるので，日本の３倍弱とはいえ，児童虐待，遺棄の申し立ておよび捜査件数が２００４年で
は，日本の９０倍以上の３,４２３,３４７件で，捜査後に虐待が立証された被害児童数は８７２,０８８人とい
う多さである。つまり，おおよそ８６人に一人の割合で，子どもたちは虐待をうけていることに

表４－２　フランスの児童虐待状況別発生件数の推移
（※１００以下の数値は非表示）　単位：人

年 身体的虐待
ネグレクト 

および 
心理的虐待

性的虐待 合　計

2000年 ６,６００ 
（３６.１）

６,２００ 
（３３.９）

５,５００ 
（３０.１） １８,３００

2001　 ５,８００ 
（３１.５）

６,７００ 
（３６.４）

５,９００ 
（３２.１） １８,４００

2002　 ５,６００ 
（３０.３）

７,０００ 
（３７.８）

５,９００ 
（３１.９） １８,５００

2003　 ５,６００ 
（３１.１）

７,２００ 
（４０.０）

５,２００ 
（２８.９） １８,０００

2004　 ６,６００ 
（３４.７）

６,９００ 
（３６.３）

５,５００ 
（２８.９） １９,０００

資料：ＯＤAS「社会福祉統計機関」
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なる。ただ，ここ数年の推移としては，途中多少増加するも，全体としては減少しつつあるこ
とは喜ばしいことである。立件されたケースの内訳は，ネグレクト（遺棄）が大部分（約６０％
前後）を占め，次は身体的虐待で約１８％前後である。性的虐待は約１０％，心理的虐待がおよそ
７％である。
　わが国と比較してみると，わが国はネグレクトと身体的な虐待が大差なく，ネグレクトが
４０％弱で，身体的虐待は４０％強である。性的虐待はアメリカより少なく３％前後である。アメ
リカの性的虐待は１０％強～１０％以下に減少しつつあることはうれしいが，約１０％の子どもが
性的虐待の被害を受けていることは重大である。アメリカの心理的虐待は，わずか２％と少な
い。日本・イギリス・フランスの３カ国は，心理的虐待がそれなりに多いのに対し，アメリカ
は性的虐待よりも少ないのが特徴である。
　アメリカ在住の児童保護局でソーシャル・ワーカーである粟津美穂は，「アメリカでは２００４年，
１,４９０人の子どもが虐待で死亡した。一日平均４人の割合である。その中の五分の四は，４歳以
下の年少者である」と報告している。
　これらアメリカの統計資料をみて考えることがある。アメリカは虐待対策においては先進国
といわれ，わが国より３０～３５年も前から真剣に対策に取り組んでいるにも関わらず，虐待件数
が相変わらず多いのはなぜか。複数の要因，事情がいわれており簡単ではない。イギリスと同
じく，貧困・多民族の集合国なども日本とは異なっている点である。これについては，今後の
継続課題である。
　アメリカでは，１９７４年（昭和４９）の児童虐待防止法の成立以来，医師・教師・セラピストな
ど子どもに関わる職業の人たちに虐待の報告義務が課せられている。過去３５年間のアメリカの
虐待の通報・報告数の激増の要因は，通報の義務化のせいだけでなく，制度の見直し，特に，「子

表５　アメリカの児童虐待・遺棄の起訴数の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：人

年　 身体的虐
（物理的虐待）

ネグレクト
（遺棄）

心理的虐待 
（精神的虐待） 性的虐待 その他

および不詳 犠牲者合計

2000 年 １６７,７１３
（１９.４０％ ）

５１７,１１８
（５９.８０％）

６６,９６５
（７.７０％）

８７,７７０
（１０.２０％ ）

２５,４９８
（３.００％）

８６４,８３７
（X）

2001　 １６８,２８４
（１８.６）

５１６,６４６
（５７.２）

６１,７７９
（６.８）

８６,８３４
（９.６）

１７,６６４
（２.０）

９０３,１４１
（X）

2002　 １６７,１６８
（１８.６）

５２５,１３１
（５８.５）

５８,０２９
（６.５）

８８,６８８
（９.９）

１８,１２８
（２.０）

８９７,１６８
（X）

2003　 １６４,６８９
（１８.４）

５５０,１７８
（６１.６）

５７,３９１
（６.４）

８７,０７８
（９.８）

１７,９４５
（２.０）

８９３,２９６
（X）

2004　 １５２,２５０
（１７.５）

５４４,０５０
（６２.４）

６１,２７２
（７.０）

８４,３９８
（９.７）

１７,９６８
（２.１）

８７２,０８８
（X）

資料：「現代アメリカデータ総覧」2007 年

※ X →該当なし（児童は複数の虐待を受けていることが多い。従ってこの項の合計は １００％を超える）
※このデータは，各州の「児童保護サービス機関」の調査による児童虐待および遺棄の申し立て件数に基づいて，

全米の総計を出している。
※虐待が行われたかあるいはその危険があることを，州法のもとで立証するのに十分な証拠が存在することを決

定するための捜査の訴因を示している。
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ども虐待」の定義が曖昧で広義すぎること，桁違いに多い通報・報告によりソーシャル・ワー
カーが検討・調査に奔走している中に，命取りになるようなハイリスクのケースが見過ごされ
るなどの欠点も指摘されているが，「子ども虐待」の対応について，その道の先進国としての
アメリカに学ぶ点は多い。
　しかし，国民性・文化の相違に配慮することなく，アメリカを単に真似ても日本では，「こ
れは無理だ」ということも多い。現実には，イギリス・フランス・アメリカのようにシステム
化の整備，専門スタッフの養成などは，ここ１０年の短期間で一気に「子ども虐待」が注目され
てきたわが国は,まだまだ前途多難である。
　先日，８月２８日（２００９年）, AFPBB Newsは,「アメリカCalifornia州で，１９９１年６月にサンフラ
ンシスコ郊外の自宅付近で，車に乗った２人組に連れ去られたきり，１８年間行方不明になって
いたジェイシー・リー・ドゥガード（Jaycee Lee Ｄugard）さん（当時１１歳）が，２７日に１８年
ぶりに無事保護されたと伝えた。地元警察の発表によると，ジェイシーさんは１８年間，誘拐犯
とみられるフィリップ・ガリドー（Phillip Garrido）, 妻ナンシー（Nancy Garrido）夫婦の自
宅物置やテントに監禁され，学校や病院にも行っていなかったが，健康だ」というニュースを
伝えてきた。
　その続報では，「彼女が，容疑者と親密な関係を築いたことに罪の意識を感じていることを
明らかにし，ジェイシーさんはフィリップ被告との間に現在１１歳と１５歳になる娘二人をもうけ
ていることを発表した。付近の住民は，誰にも知られずに長期間，女性が監禁されていたこと
にショックを隠せない。近隣住民から，被告の家の裏庭にある小屋に子どもたちが監禁されて
いるようだとの通報を受けていたが，通報を受けた保安官は被告の自宅に入らず，裏庭も調べ
なかった。保安官事務所は２６日にこの事実を認め，ジェイシーさんを救出する機会を逃してい
たことを謝罪する声明を発表した。もっと早く犯罪に気づけなかったことで捜査機関は衝撃を
受けている。」というショッキングなニュースが飛び込んだ。
　昨年，２００８年４月２９日のAFPBB ニュースでも，世界中を震撼させた事件が報道された。次
のような内容であった。
　「オーストリアで２７日，考えられないような事件が明らかになった。同国東部の小都市・
アムシュテッテン市（Amstetten）で，７３歳の父親ヨーゼフ・フリッツル（Josef Fritzl・電気
工）が，当時１８歳だった実の娘，エリザベス・フリッツル（Elisabeth Fritzl）さん（現在４２
歳）を１９８４年以降，２４年間地下室に監禁し，性虐待を繰り返していた。父親は娘が１１歳の頃か
ら性虐待を繰り返し，１８歳の時に地下室に手錠をかけて監禁し，娘を行方不明者として報告
する一方，産まれた子どものうち３人を『家出した娘が子どもたちだけを送り返してきた』と
して，自分たち夫婦の養子として妻と一緒に地上で育てる一方，残り３人の子どもたち（現在
１９歳，１８歳，５歳）は，娘と共に地下室に監禁していたという。一人は生後死亡しているが，
計７名の子どもを娘に産ませた。地下室は約５０～６０ｍ２の広さだが，高さは約１ｍ７０cmしかな
い。トイレ，料理できる小台所はあったが，娘と３人の子どもは２４年間，太陽の光の届かない
生活を強いられてきた。監禁中の子どもの一人Kerstinさんが病気となったため，父親が子ど
もを病院に運んだが，治療に当たった医者が，子どもの病状に不審を感じて警察に報告したこ
とから事件が明らかになった。逮捕された父親の妻（娘の母親）は，『地下室に娘や子どもた
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ちが監禁されていたとはまったく気が付かなかった』と証言し，ショックを隠し切れない様
子だったという。エリザベスさんは捜査当局に対し，１１歳の頃からフリッツル容疑者に性的
虐待を受けていたことや，地下室に子どもたちと監禁されていたこと，母親のローズマリー
（Rosemarie）さん（６９歳）は，全く知らなかったと話している。同様に近所の住民や自治体
の社会福祉課職員も，事件には全く気付いていなかった。」
　両事件とも詳細はこれから解明されていくだろうし，筆者らも関係資料を今後集めたいと考
えているが，身近な家庭内でおこる性的虐待に限らず，子どもたちが誘拐・拉致にあったうえ
に「性的虐待」の被害に巻き込まれる悲惨なできごとは，外国のみならず，わが国でも発生し
ている。「性的虐待」に対するイギリス・フランス・アメリカの対応は，発生件数の多少に関
わらず，３カ国とも命に関わることはないかもしれないが，将来，子どもたちに重大な後遺症
を与えることを考慮し，真剣な取り組みがなされている。
　一方日本は，発生件数としても少ないが，取り組みはこれからである。筆者ら女子教育に携
わっている者にとり，この「性的虐待」は，特に関心を持っているし憂慮している。
　アメリカでの研修中，毎週スタッフ間で「Sex Education」という言葉が聞かれた。最初は，
英語力不足もあり事情が飲み込めなかったが，「入所している女児はほとんど全員，性的虐待
の被害を受けていること，この子どもたちが将来大人になった時，暴力による『性行為』しか
行われないとすれば不幸であることなどから，子どもたちへの『正しい性教育』は，大事な課
題である」という趣旨の説明であった。また，岩下は「実の親たちが，肋骨を折ったり・全身
大火傷を負わせる・幼い子どもに性的虐待をするなどのひどい虐待をするくらいならば，アメ
リカは『性教育』が進んでいるのだから（筆者の見解），家族計画や避妊などして生まない選
択もあるのではないか」という疑問を素直に問いかけたことがある。これに対しスタッフは，「ア
メリカという国は，広大過ぎて教育が徹底していない」と意外な答えであった。確かに長い間
の白人・黒人という人種差別はなくなったが，「文盲」といわれる人たちにも出会った。その
多くが，アフリカ系黒人であった。
　世界の中でも，日本ほど義務教育が徹底している国は少ないといわれ，わが国では，「文盲」
という言葉も聞かれなくなっている。しかし，アメリカが先進国といわれながら，巨大過ぎて，
教育や制度・法律が徹底しないというのも分かる気がして納得した。浅い体験でしかないが，

「教育の啓蒙」の大切さを訴えたいと思い続けてきた。
　次に，「子ども虐待」に対する対応，つまり，被虐待児で親子分離が必要と認定された場合
に限定して，主にどこでケアしていくのかという点で，４カ国の相違にも簡単に触れておきたい。
まず，日本では，児童相談所に通報され，要保護の場合は主として「児童養護施設」でケアさ
れるのが主流である。そして，１８歳になると社会に適応・自立できるように支援を行っている。
　これに対しイギリスの場合は，川崎二三彦らが，「裁判所のケア命令（Care Ｏrder）で強制
的に保護している子どもは約４万人で，その約７０％が里親と暮らしており，児童養護施設措置
の多い日本の現状とは大きく異なる」と報告している。家族に近い形の生活環境の中で子ども
たちがケアされることを目指して「里親」が中心である。特に幼児期の子どもの場合は，施設
に措置されることはほとんどないという。
　では，「虐待王国」アメリカはどうなのか。裁判で家族から分離した方がよいと判断された
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場合，短期的に施設に保護され，「援助プログラム」にしたがって療育していき，将来は里親
や養子縁組が一般的である。わが国もイギリス・アメリカのように「里親運動」が進められて
はいるが，なかなか普及しない。しかし，被虐待児に限らず，家族に恵まれない子どもたち，
障害児・戦争孤児などを「里子」・「養子」として迎えることは，日本と違いアメリカでは何も
特異的なことでなく，ごく普通に行われていることに驚嘆する。
　ただし，イギリス・アメリカ両国とも最近，里親業を廃業する人が増えているといわれている。
その理由として，アメリカ在住の粟津美穂は，いくつもの理由があるが，⑴第一に，金銭面に
とどまらないサポートの薄さ。ソーシャル・ワーカーは手に余るケースワークを抱えて，しば
しば里親の疑問や要望に答えられない。⑵里子そのものに問題がある。つまり，アメリカは３０
年前と，里子たちが様相を異にしてきているという。たとえば，いずれは養子にするつもりで
里親になった親たちは，政府からのあとを絶たない難しいリクエスト－逮捕歴のあるティーン
や，性的虐待の犠牲となり精神の問題を抱えた姉妹や，知的障害を持つ１１歳児をかしらに３人
の兄弟を受け入れて欲しいなどに閉口して，里親を廃業してしまうと述べている。
　イギリスでもアメリカ同様，被虐待児の人生早期の被虐待体験の影響からくる暴力や対人関
係性の困難など問題深刻化のため，受け入れ先の里親家庭・養育家庭の変更が頻繁に繰り返さ
れ，里親への定着率の低さが大きな問題となりつつあるといわれている。
　最後に，フランスは，同じキリスト教国のイギリス・アメリカと多少考え方が異なることに
関心を持った。フランスでは基本的に，被虐待児の施設措置・里子・養子縁組などによる保護
が主流というより，親の同意の下，家族に対しての支援が中心となっている。長縄良樹らによ
ると，「フランスは，宗教（国民の約８０％がカトリック）上の理由から親権に対しての意識が
強く，親権を手放すことは，子どもとの繋がりをすべて断ってしまうと同時に，子どもを捨て
たという罪の意識にさいなまれることに深く関わっている」と報告している。親の虐待行為が
明らかに証明されたとしても，法的に親権が剥奪されることがほとんどない点は，アメリカ・
イギリスとは大きく異なっている。フランスが里親委託増加に至らない理由の要因として，こ
のようにカトリックという宗教も要因の一つとしてあげていることに，筆者らは興味を持つと
共に，類似の背景を持つイタリアはどうなのか考察していきたい。また，日本は表１でも示し
たが，今回比較した３カ国と違って独特な宗教背景を持っている。同じキリスト教世界でもプ
ロテスタントが多いイギリス・アメリカ，カトリック信者が多いフランスと異なり，わが国独
自の宗教背景が，「子ども虐待」の児童福祉政策・対策に与える影響など，もっと追求してみ
たい事項である。

Ⅲ.児童養護施設視察と諸外国との比較

　筆者らは直接，「子ども虐待」の子どもたちに触れ合って，微力ながらサポート出来たらと
いう思いがあるものの，今の時点ではかなわないでいる。その代わりに各種研修会，学会への
参加を通して，また国内外の事例研究の書物を多く読んで，子ども虐待の背景・後遺症・対応
への理解を深めていこうと考えた。この一連の作業の中で，困難かも知れないが，虐待の子ど
もたちを主としてケアしている養護施設の関係者に現状をうかがったり，可能な範囲で施設内
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を視察させて頂けたら，「女子教育への啓蒙」だけでなく，もっと具体的な援助が筆者らにも
出来るかも知れないと，今年度は行動に移そうと計画した。
　今回は，それらの⑴筆者らが視察した「養護施設」，⑵「子どもの虹情報研修センター」と「資
生堂児童福祉海外研修団」の海外視察報告書でみるイギリス・フランス，⑶かつて経験したア
メリカの施設の概要を紹介し，被虐待児が，どのようなスタッフ構成の中でケアされているか
の比較紹介にとどめ，これを機に今後も，施設視察を続け，何らかのお手伝いができたらと希
望している。それを示したのが表６である。そして，日本の「被虐待児」のケア・対応・予防
教育などを深めていけたらと考えている。
　表６をもとに，簡単に比較考察してみる。表からも分かるように入所している措置児童
は，被虐待児だけではないが，日本の２ケ所の養護施設，アメリカの“Thompson Children’s 
Home”イギリスの“The Mulberry，Bush School”フランスの “Shateau de vaucelles”の
大半が被虐待児である。フランスのみ例外であるが他の３カ国は，１８歳未満の子どもたちを対
象としている。多少収容人数の違いがあるにしろ，日本は子ども４～６名に対し職員１名が基準
というのに対し，外国は子ども一人に対し職員数はその倍以上というのが普通である。
　実際，半年間子どもたちと過ごした経験を持つアメリカの“Thompson Children’s Home”
と比べてみると，子ども３３名に職員が３３名常時働いており，その他ソーシャル・ワーカーや事
務職員・環境整備員（掃除など）がいたり，また，多くの子どもたちが地域の公立学校に通う
には情緒面で適応できないため，施設内に「キャンパス・スクール」が併設されており，その
キャンパス・スクールの教員（助教を含む）は１０名いた。１クラス６～７名の子どもに２名の教員
配置であった。これらのスタッフも含めると，子ども３３名に対し７０名以上の職員数であった。
　イギリスも３６名の子ども数に対して１０８名という職員数である。ここはいろんな役割を兼ね
ている施設，たとえば，緊急対応チームもあるので，必ずしも入所している子どもだけのケア
だけでないと思われるが，職員数はアメリカ以上に多い。フランスにしてもその他の人数が明
確でないので，総数は分からないがアメリカと似ている。
　ここで筆者らは，単純に各国における職員数の違いを述べたくて羅列したわけではない。日
本の２箇所の養護施設の関係者と直接会って現状把握をしているうちに，日本の子ども虐待へ
の本格的な取り組みは，今始まったばかりだといえる。被虐待児の「心の闇」はとても大きい
し，そのケア特に，地域の幼稚園や学校に通園通学していても，心身面・学力面でも個別の対
応を必要とする子どもが多い。しかし，日本の現場は，そこまで手が届かないのが現状である。
その点では今後，先進国の良いシステムは学ぶべきである。
　ただし，優れたシステムの中にあっても，「子ども虐待」は，どの国も大幅に減少している
とはいえない状況である。それは一体なぜなのか。また，被虐待児の原因・背景として「世代
間伝達」はとても大きい。わが国の現場は，この問題に正面から向き合うには，スタッフの数
一つとりあげても不足していることは否めない。
　今回は，現場を垣間見ただけで，子ども虐待の原因・背景・具体的なケア・後遺症などに踏
み込むことはできず，やっと入口にたどり着いたところである。今後，さらに掘り下げていく
予定である。
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表６　施設紹介基本情報の比較

①Ａ学園 ②Ｂ学園 ③Thompson
　Children’s Home

④The Mulberry
　Bush School

⑤Shateau de
　vaucelles

設立年 1951年 
（昭和26年）

1886年 
（明治19年）

1886年 
（明治19年）

1948年 
（昭和23年）

1945年 
（昭和20年）

経営主体 個人の篤志家
カトリック女子修道会～
カトリック，カリタス会
に移行

Episcopal Church 
（聖公会）

ユダヤ系
アソシアシオン

事業種別 社会福祉法人 
児童養護施設

社会福祉法人 
児童養護施設 情緒障害児療育施設 情緒障害児 

短期治療施設 児童養護施設

所在地 鹿児島 京都 アメリカ イギリス フランス

土地・面積 
（建物延面積）

４,６０１.６０㎡ 
（１,２８２.５２㎡）

３,１９８㎡ 
（１,６９６.９７㎡）

 １７,０００㎡

児童定員 40名（男女） 55名（男女） 36名（男女） 45名（男女）

実員児童数 35名（２～18歳） 49名（２～18歳） 33名（６～12歳） 36名（5歳～13歳） 45名（5歳～21歳）

措置児童の 
内容

親の虐待・酷使12名
親のネグレクト　２
親の入院　　　　５
親の離婚　　　　２
母親の行方不明　３
母の就労　　　　２
破産等の経済的理由

４　　
その他　　　　　５

親の虐待
親の病気

（精神的疾患が主）
親の養育能力不足

（子どもに問題有を含む）
破産などの経済的理由

上記が主で，大半が
重複の理由で入所。

親の虐待・酷使26名
その他

（子どもの情緒的問題）
７

身体的虐待 
早期の剥奪体験 
ネグレクト 
ＤＶの目撃 
性的虐待

子どもの問題
・学校不適応
・学業不振
・不眠症など重複
服役
麻薬中毒
精神異常
重度のネグレクト
※身体的・性的虐待

は少ない。

職員数

園　長　　　　　１名
事務員　　　　　１

児童指導員　　　６ 
保育士　　　　　６ 
非常勤保育士　　１ 
栄養士　　　　　１ 
調理士　　　　　３ 
心理職員　　　　１

　職員２０名

園　長　　　　　１名 
書記（事務員）　　１ 
 
児童指導員　　　６ 
保育士　　　　　９ 
非常勤保育士　　２ 
宿直専門員　　　２ 
栄養士　　　　　１ 
調理士　　　　　４ 
非常勤医師　　　１ 
非常勤心理職員　４ 
　 
　職員３１名

園　長　　　　　１名
副園長　　　　　１

コーディネーター
　　　　　　　　１　
療育スーパーバイザー

５　
保育士　　　　１６
調理士（ハウスマザー）

４　
児童精神科医　　１
心理職員　　　　３
看護師　　　　　１

※キャンパススクー
ルの10名の教師と
事務職員・掃除員
を含めると，

　総勢職員７０名以上

・治療に携わるチーム
生活部門ケアチーム

 ３９名
教育チーム　　１７
心理治療チーム　４
ファミリーチーム 

　３　
緊急対応チーム　８

・ホーム（４棟）
各棟に10名のスタッフ

※調理員や清掃員な
どを含めて，

　総勢職員　１０８名

施設長　　　　　１名
 
指導員　　　　２２ 
 
ファミリーソーシャ
ルワーカー　　　２ 
 
心理職員　　　　２ 
 
その他　　　　？　

日本では，職員：子どもは，約６：１の
配置が，３０年間据え置き状態である。 職員：子どもは，約２：１の配置が普通。

基本方針

最大限の愛を 
　　子どもたちに！

１.民主的であるこ
と

２.公平であること
3.開かれている施

設であること

一人ひとりを
　　　大切にする！
１.一人ひとりの人

権を大切にする
２.一人ひとりの自

立を援助する
3.一人ひとりの家

族との関わりを大
切にする

４.一人ひとりは地
域社会の一員であ
る

人間は一人ひとり違
う，その違いを尊重
する！
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Ⅳ.おわりに

　今回，前回の報告に続き，各国の「子ども虐待」について現状の比較検討をもっと掘り下げ
たいと考えて，文献収集を始めた。比較する国としてイギリス・フランス・アメリカを選んだ。
しかし，既述した通り，資料収集の段階で国際比較は容易ではないということに気がついた。
各国政府や公的機関あるいは業界が公表した数値は，統計の定義・分類・集計範囲が異なって
いるし，公表年度は同じでも，調査年月日が違う，データの整合性がとれないという暗礁にぶ
つかり，表面的な数値だけで直接比較することの困難さを前に中断しようとも考えた。特にア
メリカの文献・資料はたくさんあるものの，その割には統計資料が大国だけに日本のようにき
ちんと整備されていないという矛盾もある。ましてや他の国も同様な事情で信頼できる統計資
料を，しかも，できるだけ新しいデータを収集するのは困難であった。
　このような状況にあって，「子ども虐待」と向き合うためにも，筆者らは自分たちなりの知
見を深めようと簡単な「子ども虐待諸外国との比較」を行い，この夏には「養護施設」の関係
者との聞き取りや施設視察などを始めた。日本の「子ども虐待」がやっと取り組み始めたばか
りだとすると，筆者らの研究も始まったばかりである。
　とりわけ，今回筆者らの「児童養護施設」視察を快く引き受けてくださったＢ学園の施設長，
井上新二先生に感謝するとともに先生が子どもたちと向き合う姿勢を，「小声で叱る。一人ひ
とりと尊敬のうちに出会う」，さらに，「優しいけれども甘くはない。厳しいけれども怖くはな
い」という言葉の意味の深さに教育者としての示唆をいただいた。テーマがテーマだけに時に
は，「これ以上踏み込みたくない，やめたいなあ」と気が滅入ってしまう日々である。
　しかし，子どもたちが，それ以上に傷つきながらも生きようとしているのを見聞きするにつ
け，やはり，私たちにできることを模索しながら次回につなげていきたいと考えている。今回
も地元鹿児島の現状をまとめるまでに至らなかった。今後の課題は山積している。

引用および参考文献
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3）斉藤　学 ：児童虐待－危機介入編　　　　　１９９５　金剛出版
４）斉藤　学他 ：子どもの虐待　　　　　　　　　１９９９　安田生命社会事業団
５）椎名篤子編 ：凍りついた瞳が見つめるもの　　１９９７　集英社
６）同　上 ：親になるほど難しいことはない　２０００　集英社
７）奥山眞紀子ら編 ：子ども虐待防止マニュアル　　　２００１　ひとなる書房
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１３）田邉泰美 ：イギリスの児童虐待防止とソーシャルワーク　２００６　明石書店
１４）杉山登志郎 ：子ども虐待という第四の発達障害　２００７　学習研究社
１５）松田博雄　　　　：子ども虐待　　　　　　　　　　２００８　学文社 
１６）浅井春夫他　　　：子どもの貧困　　　　　　　　　２００８　明石書房
１７）河野朗久　　　　：傷痕の真実　　　　　　　　　　２００８　新興医学出版社
１８） アムネスティ・インターナショナル日本支部編：子ども・世界・人権　１９９４　明石書店
１９）ジーン・レンボイツ：幼児虐待　　　　　　　　　　１９７７　星和書店
２０）マルタン・モネスティエ：児童虐待全書　　　　　　２０００　原書房
２１）キース・Ｎ・リチャーズ：ニューヨーク州児童虐待調査官　２００１　PHP研究所
２２）土屋恵司　　　　：アメリカ合衆国における児童虐待の防止及び対処措置に関する法律
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００４　外国の立法２１９
２３）トリイ・ヘイデン：シーラという子　　　　　　　　２００４　早川書房
２４）粟津美穂　　　　：ディープ・ブルー　　　　　　　２００６　太郎次郎社エディタス
２５）アリー・ボストン他編：被虐待児の精神分析的心理療法　２００６　金剛出版
２６）四方燿子他　　　 ：アメリカにおける児童虐待の対応視察報告書　２００３

　　　　子どもの虹情報研修センター
２７）川崎二三彦他　　：イギリスにおける児童虐待の対応視察報告書　２００８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子どもの虹情報研修センター
２８）長縄良樹他　　　 ：第３３回資生堂児童福祉海外研修報告書　２００７　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財団法人資生堂社会福祉事業財団
２９）深谷昌志　　　　 ：育児不安の国際比較　　　　　　２００８　学文社
３０）横田増生　　　　 ：フランスの子育てが日本よりも１０倍楽な理由　２００９　洋泉社　
３１）平成２１年度版青少年白書：日経印刷株式会社刊
３２）萩原康生　　　　：世界の社会福祉年鑑２００７　　　　２００７　旬報社
３３）内閣府編集　　　：青少年白書　平成１４～平成１９年度版　国立印刷局
３４）文部科学省　　　：平成２０年度文部科学白書
３５）厚生統計協会　　：国民衛生の動向２００９年第５６巻第９号　２００９
３６）日本子ども家庭総合研究所編：日本子ども資料年鑑２００９　２００９　KTC中央出版
３７）矢野恒太郎記念会：日本国勢図会　２００９／１０年版　２００９　矢野恒太郎記念会　
３８）同　上　　　　　：世界国勢図会　２００９／１０年版　２００９　矢野恒太郎記念会
３９）ヨーロッパ連合編 ：ヨーロッパ統計年鑑２００６－２００７　２００８
４０）アメリカ合衆国商務省センサス局編：現代アメリカデータ総覧：１９９２～２００７　柊風舎
４１）http://www.hs.sugiyama-u.ac.jp/-sociolog/gra９０２３.html　 
４２）http://www.eonet.ne.jp/skado/book1/child-abuse-parental-power-r.pdf
４３）http://www.manabi.pref.aichi.jp/general/01120357/0/kouza3/section1.htm
４４）http://www.jba.org/activity/images/living
４５）http://www.asahi-net.or.jp/rb1s-wkt/gyachild01.htm
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４８）厚生労働省ホームページ　http://homepage2.nifty.com/tanimurasakaei/kouseiro.htm
４９）フランスの統計資料　http://www.odas.net
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